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発明の概要 
 
 

単一元素又は化合物により構成された校正用冶具を２種類以上使い、複数エネルギー領域

でそれぞれ測定して、各校正用治具の各エネルギー領域における吸収係数を求める。この求

めた各校正用治具の吸収係数から各エネルギー領域における校正係数を算出する。また測定

対象を複数のエネルギー領域でそれぞれ測定したデータから、測定対象の各エネルギー領域

における吸収係数を求める。これと測定対象の各エネルギー領域における吸収係数と校正係

数から、電子密度及び実効原子番号を算出する。これにより患部の形状や位置、周辺臓器の

形状や位置が精度よく表せる。 

説明図 
 
 

 

本発明による相対誤差

は、電子密度ρｅ＜０．

７％、実効原子番号Ｚｅｆｆ＜

６．０％であり、それぞれ

精度良く算出できているこ

とがわかる。 

【左表】 各元素の測定結

果 

ポイント 
 

患部の形状や位置、周辺臓器の形状や位置が精度よく表せることで放射線治療計画の信頼

性が高まり、患者に負担の少ない医療と提供できる。校正用冶具部のみを既存のX線CT装置

にアダプタとして組み込むことで汎用的に使え、安価になることを見込んでいる。 

 

 

発明の名称 熱帯熱マラリア原虫のエノラーゼ蛋白質の部分ペプチドの製造方法  
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発明の概要 特定のアミノ酸配列を有する熱帯性マラリア原虫蛋白質の部分ペプチドの新規な化学合成法、

およびこれを利用した医薬の製造法を提供する。 

説明図 

 

本発明の一実施態様につ

いて、合成生成物と様々な

熱帯熱マラリア患者血清（1

～7）との蛍光 ELISA 法によ

る抗体価（RFU 値）測定を示

したグラフである。比較とし

て非感染者の血清（8～12）

によるデータを示す。 

ポイント 本発明のペプチド化合物を合成することで、マラリア原虫エノラーゼの部分ペプチドを含む化合

物を得ることができる。本発明の方法で得られたペプチドはヒトおよび他の動物との免疫反応を

利用したマラリア原虫に対する免疫学的応答を誘発することができる。さらに、マラリア感染へ

の免疫状態の診断材料、熱帯熱マラリア原虫の増殖を抑える免疫用抗原として使用できる。 


